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　卵の殻に、ペンで絵を描いたりシールを貼っ
たりしてイースターエッグを作っている女の子。
イースター（復活祭）には春が来て、新しい命が生
まれることを喜ぶ意味があります。出来栄えを確
認しつつ、慎重に装飾された卵はこの後、両親に
プレゼントされたそうです。（3月11日・子ども館

「イースターエッグをつくって遊ぼう」で） 

カラフルな卵で春を祝う



　
平
成
19
年
1
月
の
市
長
就
任
以
来
、

「
住
ん
で
よ
し 

働
い
て
よ
し 

訪
れ
て

よ
し
」
の
次
世
代
に
誇
れ
る
空
の
港
ま

ち
、
生
涯
を
完
結
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
常
に
全
力
投
球
で
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

就
任
か
ら
12
年
目
と
な
り
、
3
期
目
の

総
仕
上
げ
の
年
で
す
。
引
き
続
き
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
施
策
を
実
践

し
、
未
来
を
見
据
え
た
次
世
代
に
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
明
治
維
新
か
ら
ち
ょ

う
ど
1
5
0
年
と
な
り
ま
す
。
近
代
国

家
と
し
て
国
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
先

人
た
ち
に
思
い
を
は
せ
、
本
市
発
展
の

た
め
、
そ
し
て
、
成
田
の
輝
か
し
い
未

来
の
実
現
に
向
け
て
、
市
政
の
各
分
野

で
山
積
す
る
諸
課
題
に
、
果
敢
に
取
り

組
む
覚
悟
で
す
。

　
平
成
30
年
度
の
予
算
は
、
総
合
計
画

「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」
で

掲
げ
た
「
若
者
や
子
育
て
世
代
に
魅
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
医
療
・
福
祉
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
空
港
と
共
に

発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
3
つ
の
基

本
姿
勢
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進

す
べ
く
編
成
し
ま
し
た
。

　
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
改
革
推

進
計
画
を
確
実
に
実
践
し
、
一
層
の
経

費
節
減
を
図
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
配
分
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
は
対
前

年
度
比
3
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
5
9
0
億

円
、
水
道
事
業
会
計
を
含
む
特
別
会
計

を
加
え
た
全
体
は
2
・
6
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
約
8
9
9
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
成
田
空
港
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

6
月
の
四
者
協
議
会
で
、
国
・
県
・
空

港
会
社
か
ら
機
能
強
化
の
見
直
し
案
や

新
た
な
提
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
空
港
周
辺
市
町
は
住

民
説
明
会
を
約
1
0
0
回
開
催
し
、
参

加
し
た
皆
様
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

夜
間
飛
行
制
限
緩
和
案
の
改
善
な
ど
を

求
め
る
再
要
望
書
を
国
・
県
・
空
港
会

社
へ
提
出
し
、
2
月
に
そ
の
回
答
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化

に
つ
い
て
、
一
人
で
も
多
く
の
騒
音
地

域
の
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

周
辺
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
関
係
機
関

施政方針演説をする小泉市長

上空から見たJR成田駅西口周辺

平
成
30
年
3
月
議
会
が
、
2
月
23
日
〜
3
月
22
日
に
開
か
れ
、
平
成
30
年
度
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
同
議
会
の
冒
頭
で
小
泉
市
長
が
語
っ
た
施
政
方
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
施
政
方
針

本
市
の
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
活
用

主
要
な
施
策
へ
の
取
り
組
み
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と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
卸
売
市
場
の
移
転
再
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
市
場
機
能
に
加
え
、

衛
生
管
理
の
整
っ
た
加
工
施
設
や
日
本

初
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
輸
出
拠
点
機
能
を

有
す
る
高
機
能
物
流
拠
点
施
設
を
新
た

に
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
空
港
滑
走

路
に
隣
接
す
る
特
色
を
生
か
し
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
を
獲
得
す
る
新
た
な
観

光
拠
点
と
し
て
集
客
施
設
棟
を
整
備
す

る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
卸
売
市
場

と
し
て
、
2
0
2
0
年
の
開
場
を
目
指

し
ま
す
。

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
つ
い
て
は
、

医
学
部
も
開
学
し
、
多
く
の
学
生
が
成

る
浸
水
害
・
土
砂
災
害
な
ど
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
て
い

田
で
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生

た
ち
に
は
市
内
の
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
保
健
医
療
・
介

護
福
祉
分
野
で
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
学
の
開
設
は
、

経
済
効
果
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
と

の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
付
属
病
院
の
開
院
に
向
け
て
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
中

台
運
動
公
園
体
育
館
・
水
泳
プ
ー
ル
の

改
修
工
事
や
、
大
谷
津
運
動
公
園
野
球

場
の
再
開
に
向
け
た
施
設
整
備
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
8
月
に
世
界
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
、
本
市
を
含

む
県
内
各
地
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
も
、
2
0
1
9
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
続
く
こ
と

か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
に
向
け
た

態
勢
を
整
え
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
教
訓
を
踏
ま
え

て
修
正
し
た
「
成
田
市
地
域
防
災
計

画
」
に
基
づ
き
、
減
災
対
策
を
総
合
的

に
推
進
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
市
民

に
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
、
J

ア
ラ
ー
ト
の
新
型
受
信
機
を
導
入
し
ま

す
。
さ
ら
に
、「
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
」
を
策
定
し
、
非
常
災
害
時
に
も
対

応
で
き
る
廃
棄
物
処
理
体
制
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　
次
に
、
建
て
替
え
工
事
を
進
め
て
い

た
三
里
塚
消
防
署
庁
舎
の
運
用
を
6
月

に
開
始
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
高
度
救

助
隊
発
足
に
向
け
、
救
助
工
作
車
と
高

度
救
助
用
資
機
材
を
更
新
・
整
備
し
、

消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
住
宅
関
係
事
業
で
は
、「
成
田
市
空

家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
内
に

あ
る
空
き
家
の
情
報
を
提
供
す
る
「
空

　
平
成
29
年
7
月
、
市
で
は
国
の
基
準

に
基
づ
く
待
機
児
童
「
ゼ
ロ
」
を
達
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
待
機
児
童
に
は

含
ま
れ
な
い
入
所
待
ち
児
童
が
い
る
た

め
、
保
育
を
必
要
と
す
る
全
て
の
児
童

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
保
育
士
不
足
対
策
で
は
、
私
立
保
育

園
へ
の
保
育
士
給
与
の
上
乗
せ
補
助
の

拡
充
や
、
保
育
補
助
者
の
雇
用
支
援
、

地
域
型
保
育
事
業
所
の
安
定
し
た
運
営

に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
改
修
工
事
中
の
玉
造
保

育
園
で
、
完
了
後
に
40
人
の
定
員
増
を

き
家
バ
ン
ク
」
を
創
設
し
、
空
き
家
の

利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
対
策
と
し
て
、
家
庭
で

の
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
に
対
し
補
助

を
行
う
こ
と
で
、
雨
水
を
生
活
用
水
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
雨
水
の
集

中
的
な
流
出
の
抑
制
や
水
質
汚
濁
の
防

止
を
図
り
ま
す
。

　
い
ず
み
聖
地
公
園
拡
張
整
備
で
は
、

芝
生
墓
地
を
望
む
市
民
の
皆
様
の
声
に

応
え
、
普
通
墓
地
と
し
て
計
画
し
て
い

た
5
0
9
基
を
芝
生
墓
地
に
変
更
し
て

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
八
富
成
田
斎
場

で
は
、
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
、
火
葬
炉
の
交
換
工
事
を
進
め
る
ほ

か
、
シ
ャ
ワ
ー
室
を
設
置
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
飯
仲
・
宗

吾
・
畑
ケ
田
地
区
の
汚
水
整
備
と
と
も

に
、
道
路
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る

寺
台
・
土
屋
・
大
清
水
地
区
の
雨
水
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
一
時
保
育
を

実
施
し
ま
す
。
工
事
時
の
代
替
保
育
園

と
し
て
運
営
し
て
い
る
赤
坂
保
育
園

は
、
増
加
す
る
保
育
需
要
に
対
応
し
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
保
育
園
改
修
工
事

終
了
後
も
当
面
の
間
、
存
続
し
ま
す
。

　
児
童
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
豊
住
小

学
校
内
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
橋
賀

台
小
学
校
敷
地
で
も
建
設
工
事
を
進
め
、

定
員
の
拡
充
や
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
2
施
設
に
加
え
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
に
4
月
11
日
、
新
た
な
施
設

を
開
設
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
、
保
健
福
祉
館
内
に
設
置
し

ま
す
。
そ
し
て
、
母
子
健
康
手
帳
を
交

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
熊
本
地
震
な

ど
の
大
規
模
地
震
や
、
集
中
豪
雨
に
よ 新鮮な食材が並ぶ成田市場

安心して子育てができるまちへ

安
全
・
安
心
で

う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境
を
つ
く
る

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
、

共
に
支
え
合
う
社
会
を
つ
く
る
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分
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
開
く
力
を
育

む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
多
忙
を
極
め
る
教
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
部
活
動
の
在

り
方
を
含
め
た
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
支
援

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
児
童
・
生
徒
の
英
語
教
育
は
、

2
0
2
0
年
か
ら
全
国
で
も
小
学
3
年

生
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
こ
れ
ま
で
培
っ
た
英
語
教
育

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
た
め
教
育
セ
ン
タ
ー
に
配

置
し
て
い
る
、
就
学
相
談
を
行
う
学
校

適
応
専
門
指
導
員
や
学
校
に
対
し
て
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を

大
規
模
改
造
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
進
め

ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
温
か
い
給

食
の
提
供
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
可
能

と
す
る
た
め
、
親
子
方
式
に
よ
る
共
同

調
理
場
を
順
次
、
設
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
美
郷
台
小
学
校

の
敷
地
内
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
観

光
や
産
業
、
国
際
交
流
な
ど
と
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
「
文
化
芸
術
推
進
基

本
計
画
」
を
策
定
し
、
文
化
芸
術
振
興

施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
文
化
芸
術
を
活
用
し
た
魅

力
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
、
成
田
空
港
は
開
港
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。
2
0
2
0
年
に
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

の
開
院
、
新
生
成
田
市
場
の
開
場
が
控

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
空
港

の
機
能
強
化
や
医
療
関
連
産
業
の
集
積

な
ど
、
新
た
な
開
発
需
要
や
人
口
増
加

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
都
市

機
能
や
住
環
境
の
整
備
、
付
属
病
院
と

連
携
し
た
新
た
な
都
市
基
盤
整
備
に
向

け
て
基
本
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

付
す
る
際
に
、
保
健
師
ら
が
全
て
の
妊

婦
と
面
談
す
る
な
ど
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
で
は
、
在
宅
の
独
居
高

齢
者
の
新
た
な
見
守
り
支
援
と
し
て

「
み
ま
も
り
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス
」
を
導

入
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
を

支
援
す
る
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証

実
験
」
で
は
、
運
行
台
数
を
1
台
増
車

し
て
7
台
に
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
在
宅
医
療
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
で
き

る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、「
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

行
う
巡
回
指
導
員
に
加
え
、
巡
回
看
護

師
を
増
員
し
、
児
童
・
生
徒
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
を
育
む
体
制
づ
く
り
で
は
、

地
域
住
民
が
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
画
す
る
「
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
」
の
取
り
組
み
を
順
次
、
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
施
設
整
備
で
は
、
2
0
2
1
年

の
開
校
を
目
標
に
、
大
栄
地
区
5
校
の

統
合
小
学
校
と
中
学
校
の
一
体
型
校
舎

を
建
設
す
る
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
や
校
舎
建
設
地
の
造
成
工
事
な
ど
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
城
小

学
校
の
増
築
工
事
、
橋
賀
台
小
学
校
の

置
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
総
合
相

談
窓
口
で
あ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
日
常
生
活
圏
域
の
再
編

成
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
の
増
設
と
機
能

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
認
知
症
の
初
期
段
階
の
人

が
速
や
か
に
適
切
な
医
療
・
介
護
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
対
策
と
し
て
、
地

域
の
中
核
病
院
で
あ
る
成
田
赤
十
字
病

院
の
医
療
機
器
整
備
費
用
の
一
部
を
負

担
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た

ド
ナ
ー
と
、
そ
の
ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る

事
業
者
に
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、

移
植
と
ド
ナ
ー
登
録
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
4
月
か
ら
、

今
ま
で
の
市
町
村
単
位
で
の
運
営
か
ら
、

県
単
位
へ
広
域
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
県

の
示
す
標
準
保
険
料
と
市
の
保
険
税
に

大
き
な
乖か

い
離り

が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

負
担
増
に
配
慮
し
、
保
険
税
率
は
据
え

置
き
と
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
の
適

正
化
や
保
健
事
業
の
一
層
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
ま
と
め
た
「
輝
く
み
ら
い
N
A
R
I 

T
A
教
育
プ
ラ
ン
」
を
基
に
、
子
ど
も

た
ち
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
自

たくさんの旅行客が行き交う成田空港

外国人英語講師と英語で談笑

高齢者の家族も相談できる地域包括支援センター

地
域
文
化
を
生
か
し
、

未
来
を
担
う
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

空
港
の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
、

魅
力
的
な
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
を
つ
く
る
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成
田
山
新
勝
寺
が
開
基
1
0
8
0
年

を
迎
え
、
歌
舞
伎
役
者
・
市
川
海
老
蔵

さ
ん
に
よ
る
御
練
り
や
市
民
大
提
灯
行

列
な
ど
の
記
念
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
で
も
、「
成
田
市
御
案
内
人
市
川
海

老
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
成
田
伝
統

芸
能
ま
つ
り
」
な
ど
日
本
の
伝
統
芸

能
・
文
化
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
に
引

き
続
き
努
め
ま
す
。

　
都
市
計
画
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
連

携
し
た
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
た
め
、

「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
園
整
備
で
は
、
7
月
に
ウ
イ
ン
グ

土
屋
地
先
の
広
沼
街
区
公
園
で
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
道
路
整
備
で
は
、
都
市
計
画
道
路
で

あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
線
の
、
成
田

北
高
校
前
交
差
点
か
ら
県
道
成
田
安

食
線
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
延
長
9
0
0

メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
、
平
成
30
年
度
中

に
開
通
す
る
見
通
し
で
す
。

　
ま
た
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

2
0
1
7
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

た
、
成
田
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
う
な

り
く
ん
は
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
引
く
手
あ

ま
た
の
状
況
で
す
。
今
後
も
う
な
り
く

ん
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
さ
ら
な
る

観
光
客
の
誘
致
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
自
動
車
の
成
田
ナ
ン
バ
ー
の
図
柄
入

り
プ
レ
ー
ト
は
、
航
空
機
の
シ
ル
エ
ッ

ト
と
、
交
付
さ
れ
る
7
市
町
を
虹
色

の
航
跡
で
表
現
し
、「
飛
行
機
が
飛
ぶ

街
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
に

決
ま
り
ま
し
た（
下

図
）。
国
土
交
通
省

に
よ
る
視
認
性
な

ど
の
審
査
を
経
て
、

10
月
頃
か
ら
交
付

予
定
で
す
。

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
資

　
区
・
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
地
域
団

体
の
活
動
を
支
援
し
、
市
民
主
導
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
力
の
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
閉
校
と
な
っ
た
旧

中
郷
小
学
校
校
舎
を
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
な
り
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
S
N 

S
）な
ど
の
媒
体
を
活
用
し
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
に
努

金
融
資
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
本

市
の
産
業
の
中
核
を
担
う
中
小
企
業
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
事
業
者
に
経
済
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」
に

基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
米
の

生
産
数
量
目
標
の
配
分
は
平
成
30
年
産

以
降
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
需
給
バ
ラ
ン

ス
と
価
格
の
安
定
の
た
め
需
要
に
応
じ

た
米
生
産
に
対
す
る
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の

活
用
や
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
な

ど
と
連
携
し
て
、
農
地
の
集
積
と
規
模

拡
大
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
卸
売
市
場
の
輸
出
拠
点
化

を
推
進
す
る
た
め
、
農
業
者
に
対
し
輸

出
先
の
需
要
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
Gギ

ャ
ッ
プ

A
P
」
な
ど
の
認
証
制
度

の
周
知
と
理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。

め
ま
す
。
同
時
に
、
騒
音
地
域
に
お
け

る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
視
聴
エ
リ
ア
拡

大
に
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
29
年
12
月
、
前
人
未
到
の
永
世

七
冠
の
偉
業
を
達
成
し
た
羽は

生ぶ

善
治
棋

聖
に
、
将
棋
界
で
初
と
な
る
国
民
栄
誉

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
羽
生
さ
ん
は
以
前
、「
非
常
に
強
く

て
勢
い
の
あ
る
若
者
が
た
く
さ
ん
出
て

き
た
こ
と
で
、
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
将
棋
に
新

し
い
感
覚
を
取
り
入
れ
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
戦
術
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
将
棋
界
に
お
い
て
、
20
年
以
上
に
わ

た
り
常
に
タ
イ
ト
ル
を
保
持
し
、
偉
業

を
達
成
で
き
た
こ
と
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
精
進
、
そ
し
て
将
棋
へ
の
情
熱
と

常
に
新
し
い
発
想
や
感
覚
を
取
り
入
れ

て
き
た
賜
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
市
政
を
預
か
る
私
も
「
住
ん
で
よ
し

働
い
て
よ
し　
訪
れ
て
よ
し
」
の
次
世

代
に
誇
れ
る
空
の
港
ま
ち
、
生
涯
を
完

結
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
と
情
熱
に
よ
り
市
民
の
皆
様

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
既

存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想

に
よ
り
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
成
田
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
持
て
る
、
未

来
を
見
据
え
た
施
策
に
果
敢
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

平成30年度成田市施政方針

ゆるキャラグランプリの優勝を報告

8月に世界女子ソフトボール選手権が開催

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
、

に
ぎ
わ
い
や
活
気
を
生
み
出
す
ま
ち
を
つ
く
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
行
う
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市
川
海
老
蔵
丈

御
練
り
・
奉
納
演
舞

　
歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
海
老
蔵
さ
ん
が
、

表
参
道
を
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
新

勝
寺
大
本
堂
前
の
特
設
舞
台
で
演
舞
を

披
露
し
ま
す
。

期
日
＝
4
月
20
日
㈮（
荒
天
の
場
合
は

中
止
）

御
練
り

時
間
＝
午
後
1
時
か
ら

コ
ー
ス
＝
表
参
道
〜
薬
師
堂
〜
総
門
〜

大
本
堂
前

交
通
規
制
＝
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
・
J 

R
成
田
駅
〜
成
田
山
門
前（
鍋
店
角
）

演
舞

時
間
＝
午
後
6
時
か
ら（
立
ち
見
自
由
）

場
所
＝
大
本
堂
前
特
設
舞
台

演
目
＝
連
獅
子

祝
賀
市
民

大
提
灯
行
列

　
提ち

ょ
う
ち
ん灯

を
手
に
参
道
を
練
り
歩
き
ま
せ

ん
か
。
成
田
祇
園
祭
の
山
車
・
屋
台
の

展
示
・
曳ひ

き
廻ま

わ
し
も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
＝
4
月
27
日
㈮ 

午
後
6
時
〜
8

時（
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

コ
ー
ス
＝
表
参
道
〜
総
門
〜
大
本
堂
前

参
加
方
法
＝
当
日
直
接
、
J
R
成
田
駅

前
の
表
参
道
入
り
口
付
近
へ（
提
灯

配
布
は
先
着
2
、
5
0
0
人
）

交
通
規
制
＝
午
後
5
時
〜
9
時
・
J
R

成
田
駅
〜
成
田
山
門
前（
鍋
店
角
）、

薬
師
堂
〜
幸
町
三
差
路

平
和
大
塔
ま
つ
り

奉
納
総
踊
り

　
御
開
帳
記
念
歌（
新
曲
）に
合
わ
せ
た

新
し
い
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

日
時
＝
5
月
12
日
㈯ 

正
午
〜
午
後
3

時
30
分（
雨
天
の
場
合
は
13
日
㈰
）

コ
ー
ス
＝
J
R
成
田
駅
〜
表
参
道
〜
大

本
堂
前
〜
平
和
大
塔

交
通
規
制

◦
午
前
11
時
〜
午
後
2
時
・
J
R
成
田

駅
〜
薬
師
堂

◦
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
・
薬
師
堂
〜

成
田
山
門
前（
鍋
店
角
）

N

 

A

 

R

 

I

 

T

 
A
 

酒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
北
総
地
域
を
中
心
に
、
県
内
の
銘
柄

を
試
飲
・
購
入
で
き
ま
す
。

日
時
＝
5
月
26
日
㈯ 

午
前
10
時
30
分

〜
午
後
4
時（
酒
が
な
く
な
り
次
第

終
了
。
雨
天
の
場
合
は
27
日
㈰
）

会
場
＝
新
勝
寺
総
門
前
広
場

参
加
費
＝
試
飲
1
杯
1
0
0
円
か
ら
、

特
典
付
き
特
製
う
な
り
く
ん
グ
ラ
ス

5
0
0
円

※
く
わ
し
く
は
成
田
山
開
基
1
0
8
0

年
祭
記
念
行
事
実
行
委
員
会
事
務

局（
成
田
市
観
光
協
会
・
☎
22
‐
2 

1
0
2
）へ
。

成田山新勝寺は、今年で開基1080年を迎えました。これを受け、市内関係団体
などが「成田山開基1080年祭記念行事実行委員会」を組織。4月28日㈯〜5月28
日㈪に行われる御開帳に合わせて、表参道を中心にさまざまな行事を実施します。 1070年祭での市川海老蔵さんによる御練り

成田山開基
1080年祭記念行事

成田山開基1080年祭大開帳記念 
成田国際空港開港40周年記念 

成田太鼓祭
日 時＝4月14日㈯・15日㈰ 午前10時

〜午後7時（15日は午後5時まで）
会場＝新勝寺・表参道
主な内容
◦ 千

せん
願
がん

華
はな

太
だい

鼓
こ

…両日とも午前10時か
ら新勝寺大本堂前で。14日は1,08 
0人の出演者が一斉に太鼓を打つ

◦ 成田山千年夜舞台…14日午後5時
から新勝寺大本堂前特設舞台で。
かがり火に照らされた幽玄な雰囲
気の中、日本を代表する太鼓芸能
集団「鼓童」による特別ステージを
実施。立ち見無料

◦ 太鼓パレード…15日午後3時から
表参道で。太鼓チームと踊りチー
ムによるにぎやかなパレード

◦ 参道ステージ…両日とも午前11時
から9カ所のステージで。各チーム
が演奏を披露

交 通規制＝JR成田駅〜成田山門前
（鍋店角）・午前9時45分〜午後8
時（15日は午後5時30分まで）

※ くわしくは成田太鼓祭実行委員会
事務局（成田観光館・☎24-3232）
へ。

成田山開基1080年祭大開帳記念 

不動の大井戸茶会
日 時＝4月14日㈯・15日㈰・21日㈯・

22日 ㈰・28日 ㈯・29日（日・ 祝） 

午前10時〜午後3時
会場＝お不動様旧跡庭園（なごみの
米屋總本店内）
※ 参加者には「大井戸の名水」をプレ

ゼントします。くわしくは成田市観
光協会（☎22-2102）へ。

うなりくんも 
表参道に登場
　御開帳期間中、成田市特別観光大
使のうなりくんが、まちかどふれあい
館周辺に毎日出没予定です。出没情
報については、うなりくんのツイッター

（http://twitter.com/unarikun_n 
arita）で発信します。
※ くわしくは観光プロモーション課（☎

20-1540）へ。
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4月9日㈪から狂犬病の予防注射が始まります。予防注射は毎年受ける必要がありますので、
集合予防注射会場か動物病院で受けてください。

狂犬病の集合予防注射

年に1回受けてね

9日から市内54カ所で実施

期日 時間 会場

4月9日㈪

9：00〜 9：40 遠山公民館
9：50〜10：15 新駒井野共同利用施設
10：25〜11：00 西三里塚共同利用施設
11：10〜12：00 三里塚コミュニティセンター駐車場

4月10日㈫

9：00〜 9：45 中台運動公園（陸上競技場前）
9：55〜10：30 橋賀台近隣公園（橋賀台2丁目）
10：40〜11：20 公津公民館
11：30〜12：00 大作台街区公園（公津の杜4丁目）

4月12日㈭

9：00〜 9：35 八生公民館
9：50〜10：15 船形公民館
10：35〜11：15 並木町公民館
11：25〜12：00 飯田町琴平神社

4月13日㈮

9：00〜 9：30 青山コミュニティセンター
9：45〜10：05 外記林団地入口広場
10：25〜10：45 旧小御門小学校（東門入口）
11：05〜11：25 ビバランドコミュニティセンター
11：40〜12：00 成井コミュニティセンター

4月16日㈪

9：00〜 9：35 国際文化会館玄関脇駐車場
9：55〜10：20 JA成田（宝田）農業機械センター
10：40〜11：05 磯部共同利用施設
11：25〜11：50 豊住公民館

4月17日㈫

9：00〜 9：20 高青年館
9：30〜 9：50 小浮コミュニティセンター
10：00〜10：20 高岡運動施設
10：35〜10：55 滑河運動施設
11：10〜11：30 西大須賀共同利用施設
11：40〜12：00 芙蓉邸街共同利用施設

集合予防注射日程表
期日 時間 会場

4月19日㈭

9：00〜 9：25 土屋山車庫前
9：40〜10：05 中郷運動施設
10：20〜10：45 いずみ聖地公園
11：00〜11：25 大室共同利用施設
11：40〜12：00 十余三共同利用施設

4月20日㈮

9：00〜 9：30 美郷台地区会館
9：50〜10：25 外小代地区公園駐車場（玉造2丁目）
10：35〜11：00 新山街区公園（玉造6丁目）
11：10〜12：00 引地近隣公園（吾妻ショッピングセンター隣）

4月23日㈪

9：00〜 9：20 リバティヒル集会所
9：35〜 9：55 稲荷山ふれあいの家
10：10〜10：40 奈土公民館
11：00〜11：25 長興院駐車場

4月24日㈫

9：00〜 9：20 新田共同利用施設
9：30〜 9：50 吉岡第二共同利用施設
10：00〜10：20 大栄ニュータウン集会所
10：30〜10：50 B＆G海洋センター駐車場
11：05〜11：25 多良貝共同利用施設
11：40〜12：00 大栄十余三構造改善センター

4月26日㈭

9：00〜 9：25 前林公民館
9：35〜 9：55 官林公民館
10：15〜10：40 馬乗里スポーツ公園
10：50〜11：15 JAかとり桜田農機センター
11：30〜11：55 村田街区公園

4月28日㈯
9：00〜10：00 大栄支所
10：30〜11：20 下総支所
13：00〜14：00 市役所

集合予防注射会場で受ける人
　市から郵送された問診票（はがき）に必要事項を書いて持って
きてください。
　予防注射に併せて犬の新規登録をする人は、飼い主の住所・
氏名・電話番号、犬の種類・名前・生年月日・毛色・性別・体
格を書いたメモを持ってきてください。ただし、新規登録のみ
の受け付けはできません。
日時・会場＝下表の通り
費用＝3,500円（新規登録する場合は別途3,000円がかかります）
動物病院で受けた人
　動物病院で発行された「注射済証」を環境衛生課（市役所2階）
または下総・大栄支所に提出してください。
ほかの市町村に登録のある犬は事前に変更手続きを
　集合予防注射会場では変更手続きはできません。事前に環境
衛生課または下総・大栄支所で済ませてください。
※くわしくは環境衛生課（☎20-1531）へ。
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保
健
師
に
よ
る
面
接

　
妊
娠
届
を
提
出
し
、
母
子
健
康
手
帳

を
受
け
取
る
際
、
全
員
に
保
健
師
な
ど

が
面
接
を
行
い
ま
す
。
面
接
で
は
、
体

調
面
の
相
談
の
ほ
か
、
一
人
一
人
の
抱

え
る
心
配
事
な
ど
に
対
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

子
育
て
プ
ラ
ン
の
提
案

　
安
全
・
安
心
な
出
産
や
、
楽
し
く
充

実
し
た
子
育
て
の
準
備
に
向
け
て
の
プ

ラ
ン
を
保
健
師
が
一
緒
に
作
成
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
各
種
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

や
妊
娠
中
に
家
族
で
準
備
し
て
お
く
こ

と
な
ど
、
子
育
て
関
連
の
情
報
を
紹
介

し
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　
こ
れ
ま
で
、
母
子
健
康
手
帳
は
市
民

課（
市
役
所
1
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所

で
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
交
付
場
所

が
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
院
中
の
人
や
、
医
師
の
指
示
で
安

静
に
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
来
館
が

難
し
い
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
娠
・
出
産
相
談

　
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
な
ど
の
専
門
職
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
い

つ
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票

の
交
換

　
転
入
し
て
き
た
人
を
対
象
に
妊
婦
・

乳
児
健
康
診
査
受
診
票（
母
子
健
康
手

帳
別
冊
）の
交
換
を
行
い
ま
す（
左
記
）。

※
く
わ
し
く
は
健
康
増
進
課（
☎
27
‐

1
1
1
1
）へ
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で
の
総
合
相
談
窓
口
と
な
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
保
健
福
祉
館
内
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
を
紹
介
し
ま
す
。

子育てに関する相談に応じます

妊
娠
期
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化

　市では、母親学級や赤ちゃん相談・幼
児健診・予防接種などの各種母子保健
サービスを行っています。子育て世代包
括支援センターでは、サービスについて
の説明や妊婦・乳児健康診査受診票の発
行、幼児健診・予防接種問診票の発行を
行います。
　市内に引っ越してきた妊婦、または乳
幼児の保護者は、母子健康手帳とマイナ
ンバーカードを持って子育て世代包括支
援センターに来てください。本人・配偶
者・同居の親族以外の代理人が手続きす
る場合は、委任状が必要です。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

市外から転入した
妊婦・乳幼児の保護者は
手続きを
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認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は

　
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
疑
い
の
あ
る

人
の
家
庭
を
訪
問
し
、
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
た
め
の
支

援
を
行
う
医
療
・
介
護
の
専
門
職
員
で

構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。

一
定
期
間
の
支
援
を
実
施

　
チ
ー
ム
構
成
員
で
あ
る
看
護
師
や
介

護
支
援
専
門
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
認

知
機
能
の
低
下
に
よ
る
生
活
上
の
問
題

点
を
確
認
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
生
活
環
境
の
改
善
や
ケ
ア

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
情
報
提
供

と
い
っ
た
支
援
を
一
定
期
間（
最
長
6

カ
月
）実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は

　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
市
内
在
住
の

40
歳
以
上
の
人
で
、
認
知
症
ま
た
は
そ

の
疑
い
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◦
認
知
症
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
、

ま
た
は
治
療
を
中
断
し
て
い
る

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
利
用
を
中
断
し
て
い
る

◦
認
知
症
に
よ
る
症
状
が
強
く
、
家
族

が
対
応
に
困
っ
て
い
る

　
「
親
に
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
が
、

受
診
し
て
く
れ
な
い
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
良
い

か
分
か
ら
な
い
」
と
悩
ん
で
い
た
ら
、

チ
ー
ム
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
認
知
症
は
、
早
期
治
療
に
よ
り
改
善

が
期
待
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
適

切
な
治
療
に
向
け
た
支
援
を
受
け
る
た

め
に
も
、
初
期
段
階
の
う
ち
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
や
、
住
ん
で
い
る
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
成
田
・
公
津
地
区（
は
な
の
き
台
を

除
く
）…
西
部
南
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
23
‐
7
1
5
1
）

◦
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
・
は
な
の
き
台

地
区
…
西
部
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
29
‐
5
0
0
5
）

◦
八
生
・
豊
住
地
区
…
西
部
北
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
押
畑
支
所（
☎

20
‐
3
6
5
5
）

◦
中
郷
・
久
住
・
遠
山
地
区
…
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
35
‐

6
0
8
1
）

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
東
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
80
‐
7
0
0
7
）

※
く
わ
し
く
は
介
護
保
険
課（
☎
20
‐

1
5
4
5
）へ
。

あ
な
た
と
家
族
を
サ
ポ
ー
ト

認
知
症
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」を
設
置
し
、

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
向
け
た
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

地域包括支援センター

認知症初期集中支援チーム

支 援 の 流 れ

本人、家族

専
門
医

医
療
・

介
護
の
専
門
職

連携 訪問・支援

相談
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私
た
ち
遠
山
中
学
校
剣
道
部
は
、
2
年
生
9
人
、
3
年

生
12
人
の
21
人
で
、
朝
と
放
課
後
、
土
・
日
曜
日
に
体
育

館
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
、
部
員
全
員
で
大
き
く
声
を
出
し
、
お
辞
儀
の

角
度
を
そ
ろ
え
る
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、

竹
刀
を
相
手
の
面
に
振
り
な
が
ら
前
後
に
動
く
切
り
返
し

に
移
り
、
次
に
面
・
胴
・
こ
て
を
打
つ
技
練
習
な
ど
を
行

い
ま
す
。
練
習
の
中
の
動
作
一
つ
一
つ
に
気
を
配
り
、
反

復
す
る
こ
と
で
、
剣
道
に
必
要
な
所
作
や
礼
儀
も
身
に
付

け
て
い
ま
す
。

　
部
の
方
針
は
「
み
ん
な
で
部
活
を
楽
し
む
こ
と
」
。
楽

し
む
と
い
う
の
は
楽
を
す
る
・
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
剣
道
を
通
し
て
礼
儀
や
努
力
す
る
こ
と
を
学
び
、
自

分
を
高
め
る
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
む
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
意
識
を
持
っ
て
部
活
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
昨
年
は

印
旛
郡
市
新
人
剣
道
大
会
で
県
大
会
出
場
を
決
め
た
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優
勝
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
会
で
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
で
も
、
そ
の
成
果
が
出
せ
た
の
は
自
分
た
ち
の
実
力
だ

け
で
な
く
、
大
会
な
ど
で
送
迎
や
差
し
入
れ
を
し
て
く
れ

る
家
族
や
先
生
方
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
入
る
部
員
と
共
に
、
も
っ
と
良

い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
、
剣
道
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

遠
山
中
学
校
剣
道
部

楽
し
み
な
が
ら
上
を
目
指
す

全体での技練習

一つ一つの動作に集中

4
月

市

の

ひ
ろ

ば

民

髙橋 美帆 部長（3年生）

部員にきちんと声掛けをして、
お手本となる部長になれるよ
うに頑張ります。

203訪問ク ラ ブ
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こ
の
日
は
「
雪
の
中
の
古
城
」
を
題
材
に
作
業
を
進

め
ま
し
た
。
城
に
は
漂
白
剤
に
浸
し
て
脱
色
し
た
葉
や

メ
ロ
ン
の
皮
な
ど
を
使
っ
て
古
び
た
雰
囲
気
を
出
し
、

城
を
取
り
囲
む
森
林
は
、
白
い
小
花
の
ユ
ー
フ
ォ
ル
ビ

ア
で
木
々
に
雪
が
降
り
積
も
っ
た
よ
う
に
見
立
て
ま
し

た
。
地
面
に
は
、
脱
色
し
た
シ
ダ
の
葉
を
。
葉
脈
の
模

様
が
ま
る
で
白
い
レ
ー
ス
の
よ
う
に
な
り
、
う
っ
す
ら

と
積
雪
し
た
様
子
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
遠
近
感
の
表
現

を
難
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
に

合
う
材
料
を
選
び
制
作
す
る
時
間
は
う
き
う
き
し
ま
す
。

　
完
成
し
た
作
品
に
は
水
分
・
紫
外
線
・
酸
素
が
大
敵
。

で
す
が
、
乾
燥
剤
な
ど
と
共
に
額
に
入
れ
、
日
光
を
避

け
れ
ば
何
年
間
も
鮮
や
か
さ
を
楽
し
め
ま
す
。

　
草
花
で
い
ろ
い
ろ
な
表
現
が
で
き
る
の
が
押
し
花

ア
ー
ト
の
魅
力
。
年
に
数
回
は
展
示
会
を
行
い
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
草
花
が

芽
吹
く
季
節
な
の
で
、
一
層
心
が
弾
み
ま
す
。

　
私
た
ち
「
コ
ス
モ
ス
花
の
会
」
は
、
第
2
木
曜
日
に

遠
山
公
民
館
で
押
し
花
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　
使
用
す
る
草
花
は
、
自
宅
の
庭
で
育
て
た
り
花
屋
で

買
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
道
端
の
雑
草
の
中
に
も
、

き
れ
い
な
色
や
面
白
い
形
の
物
が
あ
る
の
で
、
つ
い
目

を
向
け
て
探
し
て
し
ま
い
ま
す
。
集
め
た
材
料
は
、
和

紙
と
専
用
の
乾
燥
マ
ッ
ト
で
包
む
よ
う
に
挟
ん
で
か
ら

重
し
を
乗
せ
、
数
日
間
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

鮮
や
か
な
色
を
保
っ
た
押
し
花
の
出
来
上
が
り
。
乾
燥

剤
の
入
っ
た
特
殊
な
袋
に
入
れ
て
保
管
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
作
品
は
こ
れ
で
完
成
で
は
な
く
、

こ
こ
か
ら
が
始
ま
り
。
こ
つ
こ
つ
と
作
っ
た
豊
富
な
押

し
花
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
色
・
形
・
模
様
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
が
生
か
せ
る
物
を
選
び
、
絵
画
を
描

く
よ
う
に
ボ
ン
ド
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

植
物
で
多
彩
に
表
現

コ
ス
モ
ス
花
の
会

◦応 募 方 法　 お子さんの写真・住所・氏名（ふりがな）・生年月日・親の名前・電話番号・30字程
度のコメントを郵送またはEメールで広報課へ

◦応　募　先　〒286-8585　花崎町760　成田市役所広報課
　　　　　　　koho@city.narita.chiba.jp（写真データはJPEGで容量1MB以上で送ってください）
◦問い合わせ　広報課　☎20-1503

このコーナーには市内在住で
5歳までのお子さんの写真を
掲載しています。お気に入り
の1枚が撮れましたら、ぜひ
お寄せください。

小
こみなみ

南 裕
ゆうせい

誠くん（1歳）西三里塚（左） 廣
ひ ろ た

田 岬
み さ き

希ちゃん（1歳）西三里塚

同じ年でお向かいのゆう&みー。 仲良く元気に大きくなあれ!!

濵
は ま だ

田 菜
な ゆ

友ちゃん（2歳）囲護台

泳ぐこと、 走ること、 おままごとが
大好きです。

雪道はコケや綿で

講師による配置の手本を見る

みんな園芸にも熱心です 

200

と
一
緒

な
か
ま

462

の
び
の
び

ス
ク
ス
ク
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氷の彫刻展

　270キログラムの厚い氷を削って彫刻を作る「氷の彫刻展」が成田山新
勝寺大本堂前で開催されました。参加者は全国各地から集まった調理師
など約20人。2時間という制限時間の中で、チェーンソーやのみなどの
工具を巧みに扱い、繊細な作品を造形しました。会場には動物から人型
までさまざまな彫刻が立ち並び、訪れた参詣客は冷たい氷にこもった熱
意に感じ入っていました。

参詣客に伝わる熱意

春からの楽しいお弁当づくり

食べる人の顔を想像して
　お弁当を華やかにするウインナーソーセージやハム
の飾り切りを学んでもらう「春からの楽しいお弁当づ
くり」が、三里塚コミュニティセンターで行われまし
た。参加者は、切り込みを入れたウインナーソーセー
ジを組み合わせてゾウ、ラッコなどの動物を、ハムを
重ねて巻いてキクの花などを作りました。一つ出来上
がるごとに「かわいい。子どもが喜びそう」「ライオン
だと分かるかしら」など、お弁当を食べる家族の顔を
思い浮かべては、笑顔で感想を述べていました。

3
6

3
11

制作中もにぎわう大本堂前

Narita
View

ま ち で き ご との

作品の完成を見守る

切り込みを入れる位置が肝心

かわいい動物が
ずらり

広報なりた 2018.4.1 14



熊野神社の湯立神事

豊作や健康を祈って
　吉倉地区にある熊野神社で、恒例行事の「湯立神事」が執り
行われました。湯立とは、釜で煮立てた湯を用いて無病息災や
五穀豊穣などを願う神事。神主が竹を使って湯を勢いよくかき
回し、それによって盛り上がった湯の高さで農作物の豊凶を占
いました。この湯は浴びると無病息災になるともいわれ、神主
は束状にしたクマザサを釜の湯に浸してから参加者に向かって
振り払い、地域の人たちの健康を祈りました。

歴史ウォーキング

　市内にある史跡を見学して歴史を学んでもらおうと「ニュータ
ウン地区歴史ウォーキング」が行われました。この日はニュータ
ウン南部巡りとして、中央公民館をスタートし、赤坂・加良部・
江弁須・橋賀台・はなのき台地区の公園内にある古墳や遺跡、
寺社や城跡など8カ所を歩くコース。参加者は、講師の解説に
聴き入ったり、質問したりしながら、約5キロメートルの道のり
を3時間かけて巡りました。

身近な所で新たな発見
3
10

はじめての茶道教室

和の心を体験
　日本文化を知ってもらおうと「はじめての茶道教室」がもり
んぴあこうづで開かれました。参加者はまず、お菓子の食べ
方やお茶のたて方など茶道における作法を学びました。その
後、お茶をたて客をもてなす亭主役とお茶を運ぶサポートな
どをする役に分かれて実践。参加者の1人は「慣れない正座に
足がしびれてしまった。ちょっとお茶が苦かったけれどおい
しかったので、また参加したい」と語りました。

3
4

　本市出身で、Jリーグの水戸ホーリーホックへ入団した市
立船橋高校サッカー部の長谷川凌選手が、市役所を訪問しま
した。長谷川選手は小学生の時にFCボレイロ成田に所属し
さまざまなポジションを経験。ゴールキーパーになった中学
生以降、めきめきと頭角を現していきました。長谷川選手は、
応援してくれた人への感謝の気持ちや、これからの意気込み
を語りました。そして、市内の子どもたちへ「目標を持ち夢
を追い掛け続けてください」とエールを送りました。

サッカー・長谷川選手が表敬訪問

水戸ホーリーホックへ入団
2
27

3
1

まち の 旬 な 情 報 を お 届 けしま す

長谷川選手と小泉市長

神社の歴史を解説

懐紙の使い方を教わる

力強く湯をかき回す
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せInform

ation
県
も
運
営
主
体
に

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

　
4
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の

運
営
に
県
が
加
わ
り
、
市
と
共
に
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
広
域
化
に

よ
り
、
次
の
通
り
制
度
の
一
部
が
変
更

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
届
け
出
や
保
険
給
付
の
申
請

な
ど
は
、
引
き
続
き
市
が
窓
口
と
な
り

ま
す
。

財
政
運
営
の
仕
組
み

　
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り

ま
す
。
県
は
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用

を
市
に
交
付
金
と
し
て
支
払
い
、
市
は
、

県
か
ら
示
さ
れ
た
納
付
金
を
県
に
支
払

い
ま
す
。

保
険
証
な
ど
の
様
式

　
保
険
証
な
ど
の
様
式
が
8
月
か
ら
変

更
と
な
り
ま
す
。
現
在
交
付
さ
れ
て
い

る
保
険
証
な
ど
は
、
引
き
続
き
8
月
ま

で
使
用
で
き
ま
す
。

資
格
の
取
得
・
喪
失

　
資
格
の
取
得
・
喪
失
が
都
道
府
県
単

位
に
な
り
ま
す
。
同
一
県
内
で
住
所
異

動
を
し
た
場
合
に
は
資
格
の
取
得
・
喪

失
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
保
険
証
な
ど
は
異
動
先
の
市

区
町
村
で
新
た
に
発
行
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
通
算
方
法

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
年

齢
や
所
得
に
応
じ
て
、
決
め
ら
れ
た
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
過
去
1
年
間
に
高
額

療
養
費
が
4
回
以
上
支
給
さ
れ
た
場
合

は
、
4
回
目
以
降
の
自
己
負
担
額
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
広
域
化
に
よ
り
、
県
内
の
異
な
る
市

町
村
に
転
出
し
た
場
合
で
も
、
同
じ
世

帯
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
該
当
回
数
を

通
算
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎
20
‐

1
5
2
6
）へ
。

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

策
定

立
地
適
正
化
計
画

　
市
で
は
、「
成
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
位
置
づ
け
た
将
来
都

市
像
の
具
体
化
を
図
る
た
め
、「
成
田

市
立
地
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
こ
の
計
画
は
、
都
市
・
居
住
機
能
を

誘
導
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。
計
画
は
次
の
場

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
＝
行
政
資
料
室（
市
役
所
1

階
）、
市
立
図
書
館
、
市
ホ
ー
ムペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.narita.c 

hiba.jp/environm
ent/page 

182700.htm
l

）

開
発
・
建
築
は
事
前
の
届
け
出
を

　
立
地
適
正
化
計
画
で
定
め
た
居
住
誘

導
区
域
外
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で

一
定
規
模
以
上
の
住
宅
や
誘
導
施
設
の

開
発
・
建
築
を
す
る
場
合
は
、
工
事
に

着
手
す
る
30
日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　
届
け
出
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課

（
市
役
所
5
階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.narita.chiba.

jp/environm
ent/page182700_ 

00002.htm
l

）で
確
認
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
都
市
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
6
0
）へ
。

購
入
前
に
申
請
を

雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
雨
水
貯
留
施
設
の
普
及
を

促
進
し
、
水
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
、
施
設
を
設
置
す
る
人
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
は
施
設

な
ど
の
購
入
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設
と
補
助
額

◦
小
規
模
雨
水
貯
留
施
設（
雨
ど
い
か

ら
雨
水
を
集
水
す
る
構
造
で
、
容
量

1
0
0
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
未
使
用
品

の
物
）…
3
万
円
を
限
度
に
、
設
置

費
用
の
2
分
の
1

◦
浄
化
槽
転
用
型
雨
水
貯
留
施
設（
浄

化
槽
を
転
用
し
、
住
宅
の
敷
地
内
に

降
っ
た
雨
水
を
貯
留
す
る
物
）…
10

万
円
を
限
度
に
、
槽
内
清
掃
費
を
除

く
設
置
費
用
の
2
分
の
1

申
請
期
限
＝
平
成
31
年
3
月
15
日

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

国
民
健
康
保
険
税
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
年
金
か
ら
直
接
引
き
落
と

す
特
別
徴
収
の
4
・
6
・
8
月
の
金
額

（
仮
徴
収
額
）は
、
平
成
30
年
2
月
分
と

同
額
で
す
。

　
10
・
12
・
2
月
の
特
別
徴
収
額
は
7

月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付

も
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
国
民
健

康
保
険
☎
20
‐
1
5
2
6
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
☎
20
‐
1
5
4
7
）

へ
。

窓口は今までと変わりません

国
保
加
入
者

市 県

◦届け出
◦保険給付などの申請
◦保険税の納付

◦保険証などの交付
◦保険給付
◦保険税の決定

納付金

交付金

保険給付に
必要な費用
のやりとり
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浄
化
槽
）を
設
置
す
る
場
合
…
こ
れ

ま
で
の
補
助
金
に
加
え
、
20
万
円
増

額
※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

kurashi/page119600.htm
l

）

へ
。

活
用
し
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
会
の
バ
ス
利
用

　
市
内
の
子
ど
も
会
は
社
会
教
育
施
設

の
見
学
や
体
験
活
動
な
ど
を
行
う
際
に
、

市
の
委
託
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
利
用
目
的
が
教
育
活
動
に
そ
ぐ
わ
な

い
場
合
や
予
定
台
数
に
達
し
た
場
合
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
＝
利
用
日
の
前
々
月
の
25
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ

の
前
の
平
日
）ま
で
に
生
涯
学
習
課

（
☎
20
‐
1
5
8
3
）へ

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

仕
事
探
し
・

従
業
員
募
集
の
相
談
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
は
2
つ
の
庁
舎

に
分
か
れ
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
庁
舎
で
取
り
扱
う
内
容
が
異
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

か
ら
べ
庁
舎（
旧
本
庁
舎
）

所
在
地
＝
加
良
部
3
‐
4
‐
2

取
り
扱
い
内
容

◦
学
生
・
障
が
い
の
あ
る
人
・
外
国
人

の
職
業
相
談
・
職
業
訓
練
の
手
続
き

◦
障
が
い
の
あ
る
人
・
外
国
人
の
雇
用

保
険
失
業
給
付
の
手
続
き

◦
事
業
所
向
け
助
成
金
・
雇
用
保
険
加

入
の
手
続
き

◦
求
人
の
申
し
込
み
の
手
続
き

駅
前
庁
舎

所
在
地
＝
花
崎
町
8
2
8
‐
11 

ス
カ

イ
タ
ウ
ン
成
田
3
階

取
り
扱
い
内
容

◦
学
生
・
障
が
い
の
あ
る
人
・
外
国
人

以
外
の
職
業
相
談
・
職
業
訓
練
の
手

続
き

◦
障
が
い
の
あ
る
人
・
外
国
人
以
外
の

雇
用
保
険
失
業
給
付
の
手
続
き

◦
教
育
訓
練
給
付
の
手
続
き

※
く
わ
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
か

ら
べ
庁
舎（
☎
27
‐
8
6
0
9
）、
駅

前
庁
舎（
☎
89
‐
1
7
0
0
）へ
。

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
4
月
6
日
㈮
〜
15
日
㈰
は
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
で
す
。
思
い
や
り

を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保

◦
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

水
田
・
畑
作
農
家
の

皆
さ
ん
へ

経
営
所
得
安
定
対
策

　
市
で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
書
は

各
農
家
に
直
接
送
付
し
ま
す
。

申
込
期
限
＝
6
月
29
日
㈮

申
込
場
所
＝
農
政
課（
市
役
所
4
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所
、
成
田
市
農
協
各

支
所
、
か
と
り
農
協
各
経
済
セ
ン

タ
ー

※
く
わ
し
く
は
、
制
度
に
つ
い
て
は
農

林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.m
aff.go.jp/

）、
申
請
書
の

提
出
に
つ
い
て
は
農
政
課（
☎
20
‐

1
5
4
1
）へ
。

設
置
費
補
助
金
を
増
額

合
併
処
理
浄
化
槽

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
や
台

所
・
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑
排
水
を
併
せ

て
処
理
す
る
浄
化
槽
で
す
。
市
で
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
と
維
持
管

理
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。　

　
4
月
か
ら
、
次
の
通
り
設
置
費
補
助

金
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

◦
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く
み
取
り
便
所

を
完
全
に
撤
去
し
、
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
転
換
す
る
場
合
…
こ
れ
ま
で
の

撤
去
工
事
費
用
に
加
え
、
配
管
工
事

費
部
分
に
対
し
10
万
円
を
限
度
と
し

て
増
額

◦
印
旛
沼
流
域
に
お
い
て
、
高
度
処
理

型
合
併
処
理
浄
化
槽
T
N
‐
10（
放

流
水
の
総
窒
素
濃
度
の
日
間
平
均
値

が
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
10
ミ
リ
グ
ラ

ム
以
下
の
機
能
を
有
す
る
合
併
処
理

3月1日〜15日

市長
日誌

関係者らと共に（1日）

1日

地域医療の充実にかかる覚書
の調印式（成田市・国際医療福
祉大学・印旛市郡医師会・成
田市医師団）

3日 いきいきフェスティバル

6日
空港対策特別委員会
成田用水土地改良区総代会
教育民生常任委員会

7日
新市場整備・輸出拠点化等調
査特別委員会
経済環境常任委員会

8日 建設水道常任委員会
9日 総務常任委員会
10日 生涯大学院卒業式・修了式

11日 全国災害物故者総供養会
在宅医療講演会

12日 予算特別委員会（〜14日）

13日
成田中学校卒業式
根木名川土地改良区総代会
成田空港に関する四者協議会

15日 大栄幼稚園卒園式
ふれあいるーむ21修了の会
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Inform
ation

と
が
で
き
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
公
園
緑
地
課（
☎
20
‐

1
5
6
2 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/en 

vironm
ent/index0656.htm

l

）

へ
。

残
土
条
例
が

適
用
さ
れ
ま
す

土
砂
に
よ
る
土
地
の
埋
め
立
て

　
市
で
は
、
土
砂
の
搬
入
に
よ
る
埋
め

立
て
行
為
な
ど
を
規
制
す
る
「
成
田
市

土
地
の
埋
立
て
等
及
び
土
砂
等
の
規
制

に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
埋
め

立
て
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
条
例
に
定

め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
安

全
基
準
に
適
合
し
な
い
土
砂
は
、
面
積

を
問
わ
ず
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

使
用
開
始
・
中
止
は

早
め
に
連
絡
を

水
道
・
下
水
道

　
水
道
・
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
、

名
義
変
更
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱
成
田
営

新
た
に
6
カ
所
を
登
録

な
り
た
景
観
資
産

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
推
薦

を
募
り
、
成
田
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
、

良
好
な
景
観
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
場

所
を
「
な
り
た
景
観
資
産
」
と
し
て
登

録
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
登
録

さ
れ
た
場
所
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
中
台
運
動
公
園
の
景
観

◦
成
宗
電
車
第
一
・
第
二
ト
ン
ネ
ル
の

景
観

◦
坂
田
ヶ
池
総
合
公
園
の
景
観

◦
後
谷
津
公
園
の
景
観

◦
浅
間
池
と
森
林
の
景
観

◦
楽
満
寺
境
内
の
景
観

お
気
に
入
り
の
場
所
を
募
集
中

　
市
内
で
素
晴
ら
し
い
景
観
を
望
む
こ

業
所（
☎
22
‐
8
8
8
0
）へ
連
絡
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
使
用
開

始
・
中
止
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://w

w
w
.jen 

ets.jp/cs/index.cgi?area=06

携
帯
サ
イ
ト
＝htt 

p://w
w
w
.jene 

ts.jp/m
obile/i 

ndex.cgi?area 

=06

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
県
営
水
道
の

た
め
、
県
水
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
☎
0 

5
7
0
‐
0
0
1
2
4
5
）へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
水
道
部
業
務
課（
☎

22
‐
0
2
6
9
）、
下
水
道
課（
☎
20
‐ 

1
5
5
3
）へ
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

水
道
料
金
の
納
付

　
水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
利

用
す
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
水
道
料
金
徴
収
事
務
委
託
先
の
ヴ
ェ

オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱（
☎
22
‐

8
8
8
0
）へ
連
絡
し
、
送
付
さ
れ

る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
返
信
用
封
筒
で
送
付

◦
通
帳
、
金
融
機
関
の
届
け
出
印
、
お

客
さ
ま
番
号
が
分
か
る
水
道
料
金
の

領
収
書
な
ど
を
持
っ
て
市
内
の
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便
局
へ

※
く
わ
し
く
は
水
道
部
業
務
課（
☎

22
‐
0
2
6
9
）へ
。

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

転
入
・
転
出
・
転
居
届

　
住
所
が
変
わ
る
と
き
は
、
本
人
ま
た

は
同
一
世
帯
の
人
が
市
民
課（
市
役
所

1
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
、
市
民
課

赤
坂
分
室
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
が
届
け
出
を
行
う
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。
住
所
が
変
わ
る

人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
異
動
日
、

新
・
旧
住
所
、
新
・
旧
世
帯
主
氏
名
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
に
来
た
人
の
本
人
確
認
の
た

め
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
写
真
付
き
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）な

ど
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
外
国
人
は
在
留
カ
ー
ド
・
特
別
永
住

者
証
明
書（
旧
外
国
人
登
録
証
明
書
）が

必
要
で
す
。

日
曜
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
民
課
で
は
、
毎
週
日
曜
日
も
各
種

届
け
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
け

付
け
で
き
る
届
け
出
の
種
類
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
‐
1 

5 

2 

5
）へ
。

中里にある楽満寺

届け出期間 必要な物

転入届 市外から移り、住み始めた
日から14日以内

前住所地の市区町村が発行した転出証明書（マイナンバーカード
や住基カードで転出の届け出をした人は不要）、マイナンバー
カードまたはマイナンバーの通知カード、住基カード（持って
いる人）、年金手帳（加入している人）

転出届 市外へ移り、住み始める日
のおおむね14日前から

子ども医療費助成受給券（持っている人）、国民健康保険被保
険者証・介護保険被保険者証・後期高齢者医療保険被保険者
証（いずれも加入している人）

転居届 市内で住所を移し、住み始
めた日から14日以内

マイナンバーカードまたはマイナンバーの通知カード、住基
カード・子ども医療費助成受給券（いずれも持っている人）、
国民健康保険被保険者証・介護保険被保険者証・後期高齢者
医療保険被保険者証・年金手帳（いずれも加入している人）
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困りごと・悩みごと相 談 室 心の健康、
応援します

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00〜16：00

市役所2階相談室
※ 各相談の受け付けは、終

了 時 間 の30分 前まで。
予約制の相談は、予約の
時間までに来てください。

市民協働課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係属中の事件や法

人からの相談は受けません。
弁護士法律相談（同年度中
に相談は2回まで）の5月分
の予約は4月25日㈬午前8
時30分から受け付けます。

弁護士法律相談（予約制） 水曜日 13：00〜16：00
女性のための相談

（DV含む・予約制） 木曜日 10：00〜16：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 13日㈮・27日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 17日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 17日㈫ 10：00〜12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談） 24日㈫ 10：00〜15：00

市民よろず相談 21日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館 市民よろず相談室
内田さん☎91-5313

司法書士法律相談 18日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館 千葉司法書士会佐倉支部
菊池さん☎043-235-7687

司法書士による電話相談 月・水・土曜日 月・水曜日14：00〜17：00
土曜日10：00〜15：00

電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

法務局不動産登記相談
（相続・抵当権抹消など、予約制） 月〜金曜日 9：00〜16：00 法務局成田出張所 法務局成田出張所

☎23-2313
住宅無料耐震相談（予約制） 13日㈮ 9：00〜16：00 市役所5階501会議室 建築住宅課 ☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザーズ
コーナー ☎20-0567

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
商工業者法律相談（予約制） 4日㈬ 10：00〜12：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101
商工業者よろず支援拠点
サテライト相談（予約制） 19日㈭ 10：00〜16：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

社労士年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
障がい者相談 月〜土曜日 9：00〜18：00 保健福祉館 ほっとすまいるセンター☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

13：00〜16：00
保健福祉館

社会福祉協議会
☎27-775513日㈮ 下総地域福祉センター

20日㈮ 保健福祉館大栄分館
アルコール依存相談 5日㈭ 9：00〜12：00 保健福祉館 社会福祉協議会☎27-7755
くらしと就労相談 月〜金曜日 8：30〜17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田☎20-3399
家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（不登校相談・い
じめ相談など） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21 

☎20-1414
教育相談（学校教育全般・
いじめ相談など） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課 ☎20-1582

教育相談（家庭教育・青少年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育相談室 ☎22-5100

農地・農政相談（予約制） 4日㈬ 8：30〜11：30 下総支所 農政課☎20-154213：30〜16：30 大栄支所

一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日頃感じている疑問や
悩みを解消してみてはいかがですか。

※12：00〜13：00は相談できません。祝日は相談を実施していません。日程は変更になる場合があります。4月 の相談日
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クレジットカードを作る際の注意

　4月から新入社員として、新しい生活をスタートするに当
たり、クレジットカードを作りたいと思います。クレジッ

トカードを作るときや使うときの注意点を教えてください。

　商品の購入やサービス提供などに対する代金の後払いが
できるクレジットカードですが、便利な半面、カード会

社に借金するのと同じことです。後で困ることがないように、
次の点に注意して計画的に利用しましょう。
クレジットカードの支払い方法に注意しましょう
　カードの支払い方法には、翌月一括払い、ボーナス一括払い、
分割払い、リボルビング払い（リボ払い）があります。分割払い
やリボ払いには手数料がかかります。特にリボ払いは、月々の
支払いを一定額に抑えられますが、支払期間が長期化します。
その分手数料がかかるので、結果として残高が増えてしまい、
支払いが困難になる場合があります。計画的に利用しなければ、
いつ払い終わるか、どの代金をどれだけ支払ったのかさえ分か
らなくなる、複雑な仕組みの支払い方法です。
カードの申し込み時に注意しましょう
　リボ払い専用カードと知らずに契約し、利用後に請求書を見
て初めて気付いた、利用するたびに指定しなければリボ払いに
なっていたといった相談もあります。カードを申し込むときは、

子どもを犯罪から守るために
　全国で、小中学生を狙った連れ去り、性犯罪などが発生し、
子どもの安全に対する不安の声が多く聞かれます。被害が最も

多く発生する時間帯は、午後2時〜6時の下校時間です。主な
発生場所は路上、公園内、団地やマンションの敷地内などです。
　市内でも、不審者に声を掛けられた、追い掛けられた、後を
付け回されたなどの被害が毎年報告されています。
　子どもたちを犯罪から守るため、集団で登下校させ、防犯ブ
ザーを持たせるようにしましょう。一人で歩かなければならな
い道や人通りの少ない場所では、特に注意が必要です。いざと
いうときに逃げ込める場所を確認しておくことも大切です。
　また、子どもに次のことを伝えてください。

◦ 「○○を買ってあげるから車に乗って」「○○はどこにあるの。
案内して」「お母さんに頼まれたから一緒に行こう」などの誘
い言葉に対しては、「欲しくない」「分かりません」などと断
り、その場から逃げる

◦ 追い掛けてくる場合や脅迫めいた誘いには、「助けて」などと
大声を出して助けを求める

　ほかにも、子どもが放課後に遊びなどで外出する場合は、誰
とどこで遊ぶのか、何時に帰るのかを必ず確認しましょう。

※くわしくは交通防犯課（☎20-1527）へ。

支払い方法をしっかり確認しましょう。
カードの管理に注意しましょう
　カードや暗証番号はきちんと管理し、紛失や盗難に注意しま
しょう。他人にカードを貸したりカード番号や暗証番号を教え
たりしてはいけません。また、インターネットショッピング利
用後は、パスワードやカード番号などの情報をサイト上に残さ
ず、必ずログアウトしましょう。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。

○○ちゃんちに
行ってきま～す

5
時
に

帰
る
の
よ

CRE
DIT

暮らしの安全知っ得情報

消費生活相談Q&A

Q

A
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　国民年金の保険料が4月から1万6,340円に変わります。
　4月に納付書を日本年金機構から郵送します。現金払いでの
前納を希望する人は、5月1日㈫までに最寄りの金融機関やコ
ンビニエンスストアで納めてください。
　4月中旬を過ぎても納付書が届かない場合は、佐原年金事務
所（☎0478-54-1442）へ連絡してください。
学生納付特例制度
　学生で、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が免除される「学生納付特例制度」があります。
　承認された期間は、老齢基礎年金を受け取るために必要な期

　職場の健康保険から脱退した場合、国民健康保険（国保）への
加入の届け出が必要です。これは、本人の意思にかかわらず、
医療機関にかからなくても加入しなくてはならない制度（国民
皆保険）だからです。
　保険税は、加入義務の生じた月から課税されます。届け出が
遅れると、過去の分から一度にまとめて納めることになります。
　また、加入と同様に、脱退の手続きも忘れないようにしましょ
う。就職などでほかの健康保険に加入し、資格がなくなったに
もかかわらず、国保の保険証を使って診察を受けると、後日そ

の医療費を返還しなければなりません。

※くわしくは保険年金課（☎20-1526）へ。

間に算入されますが、年金額には反映されません。受け取る年
金額を補うため、10年以内であれば保険料を納めることがで
きる「追納制度」もあります。
　日本年金機構から申請書（はがき）が届いた人は、学校などの
変更がない場合は、必要事項を書いて返送してください。
　そのほかの人は、年金手帳（持っている人）、学生証の写し（有
効期限が裏面に記載されている場合は、裏面の写しも）、印鑑（本
人が署名する場合は不要）を持って、保険年金課（市役所1階）
または下総・大栄支所で手続きしてください。
　特例制度を利用するための申請は、毎年必要ですので注意し
てください。

※くわしくは保険年金課（☎20-1547）へ。

4月から保険料が変わります

加入・脱退の手続きを忘れずに

国民健康保険

国民年金

＊1　官公署が交付した、本人であることを確認できる写真付きの証明書（運転免許証、マイナンバーカード、パスポートなど）
＊2　マイナンバーカード、マイナンバーの通知カード、マイナンバーが記載された住民票の写し・住民票記載事項証明書など

こんなときは14日以内に届け出を
事由 届け出に必要な物

国保に加入

ほかの市区町村から転入してきたとき 前年所得の分かる物、本人確認書類*¹
ほかの健康保険をやめたとき ほかの健康保険をやめた証明書、本人確認書類*¹、マイナンバー確認書類*²
子どもが生まれたとき 届け出人（同世帯）の本人確認書類*¹、マイナンバー確認書類*²
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、本人確認書類*¹、マイナンバー確認書類*²
外国人が加入するとき 在留カード、パスポート、マイナンバー確認書類*²

国保を脱退

ほかの市区町村へ転出するとき 保険証
ほかの健康保険に加入したとき 職場と国保の両方の保険証、本人確認書類*¹、マイナンバー確認書類*²

国保被保険者が死亡したとき 保険証、葬祭を行ったことが分かる物（会葬礼状や葬儀の領収書など）、印
鑑、本人確認書類*¹、マイナンバー確認書類*²、喪主の通帳

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書、本人確認書類*¹、マイナンバー確認書類*²

そのほか

住所、世帯主、氏名が変わったとき 保険証
世帯が分離、または合併したとき 保険証
保険証をなくした、または汚れて使えなくなっ
たとき 本人確認書類*¹、マイナンバー確認書類*²
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栗山公園のミニSL
汽笛を鳴らして出発進行

　市役所前の栗山公園でミニSLが次の
日程で運行されます。
　また、園内にある蒸気機関車D51の
見学会も行われます。この機会にぜひご
覧ください。
9月までの運行日＝4月22日、5月27日、

6月24日、7月22日、8月26日、9月
23日の日曜日（雨天の場合は中止）

運行時間＝午前10時〜正午、午後1時
〜3時（7・8月は午前9時〜正午）

乗車料＝無料
※会場には駐車場がありませんので、来

場するときは公共交通機関を利用して
ください。くわしくは公園緑地課（☎
20-1562）へ。

邦楽演奏会
日本の伝統音楽を身近に

　成田山開基1080年祭を記念して邦楽
演奏会が行われます。
　女流義太夫の人間国宝である竹本駒之
助さんらによる義太夫や長唄などの伝統
音楽を楽しみませんか。
日時＝5月26日㈯ 午後3時から
会場＝スカイタウンホール
出演＝竹本駒之助さん、鶴澤津

つ
賀
が

寿
じゅ

さん、
杵屋六三郎さん、杵屋直吉さん、望月
長
ちょう

樹
じゅ

さん、望月初
はつ

寿
す

三
み

さんほか
演目＝義太夫「寿

ことぶき
式
しき

三
さん

番
ば

叟
そう

」、長唄「不動」
「勧

かん
進
じん

帳
ちょう

」など
対象＝小学生以上の人
定員＝270人（先着順）
入場料（全席指定）＝2,000円
入場券販売開始日＝4月5日㈭
入場券販売場所＝文化芸術センター事務室
（スカイタウン成田4階）、チケットぴあ

※くわしくは同センター（☎20-1133、
月曜日・5月1日㈫は休館）へ。

なつかしのなりた展
歴史を振り返って

　市内出土の縄文・古墳時代の土器や埴
輪、市川團十郎に関係する浮世絵、市内
を走る鉄道などの歴史資料を約250点
展示します。また期間中、記念講演会と
ワークショップを行います。
日時＝4月21日㈯〜6月10日㈰ 午前10

時〜午後5時
会場＝スカイタウンギャラリー
入場料＝無料
記念講演会
時間＝午後2時から
会場＝スカイタウンホール
テーマと期日・講師
◦成田市の原始時代・4月29日（日・祝）

…小川和博さん（市文化財保護協会副
会長）

◦成田の鉄道と市の発展・5月6日㈰…
白土貞夫さん（鉄道研究家）

◦市川團十郎と成田山新勝寺・5月27日
㈰…小倉博さん（市文化財審議委員会
委員長）

定員と参加費＝250人（先着順）・無料
申込方法＝電話またはEメールで氏名・

電話番号・希望するテーマを文化芸術
センター（☎20-1133 Eメールinfo@
narita-bungei-skytown.jp）へ

ワークショップ
日時＝5月5日（土・祝） 午後2時から
会場＝スカイタウンホール
内容＝プラスチック粘土でまが玉などの

アクセサリーを作成する
対象＝どなたでも（小学校3年生以下は

保護者同伴）
定員＝30人（先着順）
参加費＝500円（材料費）
申込方法＝電話またはEメールで氏名・

電話番号・学年（小学生のみ）を文化芸
術センター（☎20-1133 Eメールinfo 
@narita-bungei-skytown.jp）へ

※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは同センター（☎20-1133、
月曜日・5月1日㈫は休館）へ。

会場＝市立図書館2階視聴覚ホール
◇4月21日㈯＝「ハッピーエンドの選び方」
　2014年・イスラエル・吹替
◆ 上映は午後2時から、定員は171人（先

着順）、入場は無料です。くわしくは視
聴覚サービスセンター（☎27-2533）へ。

映画会

平成30年2月分
測定局  Lden WECPNL

竜台 53.2 63.9
長沼 57.0 67.8
北羽鳥 56.4 67.7
北羽鳥
北部 56.4 66.2

新川 56.9 67.3
猿山 50.3 60.4
滑川 55.9 66.8
西大須賀 58.9 71.6
四谷 58.0 69.2
高倉 61.2 75.4
内宿 54.6 64.7
磯部 57.7 68.7
水掛 57.0 67.3
幡谷 57.1 67.5
成毛 57.4 67.5
荒海 61.0 72.5
飯岡 59.5 71.0
大生 59.8 71.3
土室（県） 63.9 78.9
土室（NAA） 56.3 66.8

測定局  Lden WECPNL
荒海橋本 61.0 72.3
大室 57.9 68.4
大室（NAA） 58.0 69.0
野毛平
工業団地 60.3 71.5

芦田 61.8 74.4
赤荻 59.9 70.7
野毛平 60.3 71.9
下金山 53.0 65.0
押畑 51.8 62.4
新田（NAA） 56.4 69.9
新田 58.9 71.9
堀之内 58.8 70.3
馬場 56.1 67.6
遠山小 58.9 71.3
本三里塚 58.5 72.4
三里塚小 59.5 72.1
御料牧場
記念館 56.3 68.8

本城 57.4 69.6
南三里塚 59.1 72.8

※ 航空機騒音の評価指標は、平成25年4月か
らWECPNLからLdenに変更されました。Lden

とは、時間帯補正等価騒音レベルのことで、
航空機騒音をエネルギーとして加算するもの
で、夕方や夜間の値には重み付けを行いま
す。単位はデシベル。この数値は速報値です。
くわしくは空港対策課（☎20-1521）へ。

色文字は、騒防法第一種区域に設置され
た測定局を示します。
第一種区域の基準値 Lden：62デシベル以
上（参考値WE CPNL：75以上）

航空機騒音測定結果

成田市ホームページで 「広報なりた」の

が閲覧できます。ホームページアドレスは
http://www.city.narita.chiba.jpです。

PDF版・電子ブック版

今 月の図書館休館日＝2日㈪、9日㈪、16
日㈪、23日㈪、27日㈮（館内整理日）

※ 30日㈪は本館・公津の杜分館・三里塚
コミュニティセンター図書室のみ開館します

（午前9時30分〜午後5時）。

図書館

図書館本館・公津の杜分館は火〜金曜
日は午前9時30分〜午後7時（本館2階
は午後5時15分まで）、土・日曜日は午
後5時まで開館しています。

力強く走るミニSL
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春季プロテニススクール
上達のポイントを教えます

日時＝4月30日㈪ 午前9時15分〜午後
3時30分

会場＝中台運動公園テニスコート
内容＝初心者・中級者・上級者に分かれ

ての基本練習、ゲーム形式練習
対象＝市内在住・在勤・在学の中学生以

上の人、市テニス協会加盟クラブ員
定員＝30人（先着順）
参加費＝1,000円（コーチ招へい料な

ど。高校生以下は500円）
申込方法＝4月7日㈯から市テニス協会

ホームページ（http://www.narita-t 
ennis.com/）から申し込む

※くわしくは市テニス協会・林さん（☎
090-4063-5859）へ。

外国人のための日本語教室
Let's Learn Japanese

日時と内容
◦火曜日クラス…午前10時〜正午・会

話中心
◦水曜日クラス…午後7時〜9時・読み

書き中心
◦金曜日クラス…午前10時〜正午・会

話中心
◦土曜日クラス…午後6時30分〜8時

30分・会話中心
会場＝中央公民館
対象＝市内・近隣市町に在住の外国人
参加費＝無料
申込方法＝在留カードまたはパスポート

を持って中央公民館へ
※くわしくは同館（☎27-5911、第1月

曜日・4月30日㈪は休館）へ。

運営ボランティア
世界女子ソフトボール選手権大会

活動期間＝8月2日㈭〜12日㈰
会場＝ナスパ・スタジアムなど
応募資格＝次の全ての要件を満たす人
◦4月1日現在で15歳以上の人（18未満

の人は保護者の同意書が必要）
◦期間中3日以上活動できる人
◦事前説明会に参加できる人
◦Eメールでの連絡が可能な人
応募用紙配布場所＝スポーツ振興課（市

役所4階）、各公民館、市体育館など
定員＝2,000人（先着順）
※くわしくは世界女子ソフトボール選手

権大会ボランティア事務局（☎043-
296-6006）または世界女子ソフト
ボール選手権大会ホームページ（htt 
p://wswc2018chiba.com/）へ。

親子体験農業教室
収穫の喜びを味わいませんか

　自分の畑を持ち、植え付けから収穫ま
でを1年間を通して体験してみません
か。また年4回（6・9・11・3月）、市内
の畑や農園で、ナシ・イチゴ狩りなどを
行います。
対象＝市内在住の小学生とその家族
定員＝20家族（応募者多数は初めての家

族を優先に抽選）
参加費（1家族当たり）＝年間1万円
申込方法＝4月18日㈬（必着）までに、は

がきまたはEメールで住所、参加者全員
の氏名・年齢、電話番号を農業青年会
議所事務局（〒286-8585 花崎町760 
Eメールnosei@city.narita.chiba.jp）
へ

※くわしくは同事務局（農政課・☎20-1 
542）へ。

グランドピアノの一般開放
市役所ロビーで演奏を

　市役所1階ロビーにあるグランドピア
ノ（カワイCA-40）を一般開放します。
日時＝5月10日㈭・15日㈫・25日㈮・

28日㈪ 正午〜午後1時
会場＝市役所1階ロビー
対象＝市内在住・在勤・在学の人
定員と参加費＝各1組（先着順）・無料
※申し込みは文化国際課（☎20-1534）へ。

パパママのリフレッシュサロン
子育ての息抜きに

日時＝4月17日㈫ 午前10時〜正午
会場＝子ども館
内容＝さまざまな造花を使ったテラリウ

ムを作成する
対象＝小学生〜高校生の子を持つ保護者
定員＝10人（先着順）
参加費＝400円（材料費）
※申し込みは4月14日㈯までに子ども

館（☎20-6300、月曜日・祝日・第3
日曜日は休館）へ。

図書館のおはなし会
えほんとあそぼう

会場＝市立図書館1階おはなし室
参加費＝無料
0・1歳のおはなしかい
日時＝4月20日㈮ 午前11時〜11時30分
対象＝0・1歳児と保護者
定員＝12組（初めての人を優先に先着順）
持ち物＝薄手のハンカチ
申込方法＝午前9時30分から市立図書

館（☎27-2000）へ
土曜日のおはなしかい
日時＝土曜日 午前11時〜11時30分
内容＝絵本の読み聞かせ（第3土曜日は

昔話などの語り）
対象＝4歳〜小学生（第3土曜日は5歳〜

小学生）
※「土曜日のおはなしかい」への参加を希

望する人は当日直接会場へ。くわしく
は市立図書館（☎27-2000）へ。

し催 物

寄席さんりづか亭
笑う門には福来る

日時＝4月22日㈰ 午後1時30分〜3時
30分

会場＝三里塚コミュニティセンター
出演＝めずらし家

や
芝
しば

楽
らく

さん、百
ひゃく

楽
らく

庵
あん

金一
さん、久

く
寿
す

里
り

菊之助さん
定員＝50人（先着順）
入場料（全席自由）＝500円
※申し込みは同センター（☎40-4880、

月曜日は休館）へ。

ストローク練習を行う

募 集
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こども実行委員
キッズタウンNARITAを運営する

　8月5日㈰、もりんぴあこうづが子ど
もだけのまち「キッズタウンNARITA」
になります。
 そのまちを企画・運営する実行委員を
募集します。共にキッズタウンNARITA
を作り上げませんか。
委員会開催日時＝4月28日、5月12日、

6月9日・30日、7月14日・21日 の
土曜日 午前10時〜正午
準備日時＝7月24日㈫〜8月5日㈰（7月

28日㈯を除く） 午後1時〜4時（8月4日
㈯・5日㈰は午前9時〜午後5時）
対象＝8月4日・5日に参加できる市内

在住・在学の小学3年生〜高校生
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
申込方法＝4月5日㈭〜20日㈮に、もり

んぴあこうづにある申込用紙に必要事
項を書いて提出する

※くわしくは同館（☎27- 5252、第4月
曜日は休館）へ。

野菜スイーツ教室
市場の新鮮な食材で

日時＝4月21日㈯ 午後2時〜4時30分
会場＝もりんぴあこうづ
内容＝ミニトマトとマスカットを使った

ショートケーキを作る
対象と定員＝小学生・12人（先着順）
参加費＝1,000円（材料費）
持ち物＝エプロン、三角巾、タオル
※申し込みは成田市場振興協議会（☎2 

4-1224）へ。

オリジナルかぶとづくり
実際にかぶれる

　ざるや厚紙を使って自分だけのかぶと
を作りませんか。
日時＝4月22日㈰ 午前10時〜正午
会場＝子ども館
対象と定員＝小学生・20人（先着順）
参加費＝220円（材料費）
※申し込みは4月7日㈯午前10時から子

ども館（☎20-6300、月曜日・祝日・
第3日曜日は休館）へ。

防火・防災管理新規講習
災害に強い事業所づくり

　甲種防火管理新規講習と防火・防災管
理新規講習の受講者を募集します。
期日＝5月10日㈭・11日㈮（全2回）
会場＝国際文化会館
定員＝各150人（先着順）
申込方法＝各申込期日に、日本防火・防

災協会ホームページ（http://www.
n-bouka.or.jp/）、県消防設備協会

（千葉市中央区道場南1-9-15）、予防
課（市役所地下1階）、各消防署にある
申込書を直接またはFAXで県消防設
備協会（FAX043-223-6610）へ
甲種防火管理新規講習
時間＝午前9時20分〜午後4時50分
受講料＝7,500円（テキスト代など）
申込期日＝4月5日㈭・6日㈮
防火・防災管理新規講習
時間＝午前9時〜午後4時50分
受講料＝9,500円（テキスト代など）
申込期日＝4月9日㈪・10日㈫
※くわしくは予防課（☎20-1591）へ。

種目 開催日 時間 場所 対象

剣道 日曜日 午前9時〜正午

市体育館剣道場

小学生
日・火・金曜日 午後6時〜8時30分 市内在住の小学生以上

なぎなた 日曜日 午後1時〜3時 小学生以上
居合道 土曜日 午後6時〜9時 成人

空手道 日曜日 午後3時〜5時 小学生以上水曜日（第2水曜除く） 午後7時〜9時
空道 土曜日 午後2時30分〜4時30分

市体育館柔道場

小学生以上
柔道 火・土曜日 午後5時30分〜8時 小中学生

合気道
日曜日 午後2時〜4時

（小学生は午後3時まで） 市内在住・在勤・在学の原則小
学4年生以上第1・3・5水曜日

毎週金曜日
午後6時30分〜8時30分

（小学生は午後7時30分まで）

弓道
火・木曜日 午後5時〜9時

市体育館弓道場
市内在住・在勤・在学の高校生
以上（経験者は常時募集・未経験
者は4月末まで受け付け）水・土曜日 午前9時〜正午

相撲 日曜日 午前9時〜正午 市相撲場 小中学生
ラグビー 日曜日 午前9時〜11時30分 加良部小学校 3歳〜高校生

卓球
日曜日 午後2時〜5時 新山小学校 市内在住・在学の中学生以上

水・土曜日 午後6時〜9時 市内在住・在学の中学2年生以上
土曜日 午後4時〜6時 吾妻小学校 市内在住・在学の小学生以上

ハンドボール 日曜日 午前9時〜正午 橋賀台小学校 どなたでも

スポーツ教室に参加しませんか
　市体育協会では、スポーツ教室の参加者を募集します。申し込みは各会場で随時受け付けます。
　教室に参加するには、参加費（保険料など）が必要です。くわしくは市体育協会事務局（☎33-3811）へ。
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伝 板言

非常勤職員
子育て支援課で

応募資格＝パソコン操作ができる人
募集人員＝①②各4人③2人
業務内容＝窓口での受け付け事務、デー

タ入力、書類整理など
勤務期間＝①5月中旬〜9月末②5月中

旬〜7月末③5月中旬〜6月末
勤務日時＝月13日以内（土・日曜日、祝

日を除く。ただし、6月は日曜日の勤
務あり）、午前9時〜午後4時（6月は
午後5時まで）

勤務場所＝子育て支援課（市役所2階）
時給＝940円
応募方法＝4月11日㈬（必着）までに写

真を貼った履歴書を直接または郵送で
子育て支援課（市役所2階 〒286-85 
85 花崎町760）へ。後日、面接日を
通知します

※くわしくは同課（☎20-1538）へ。

非常勤職員
児童ホームで

応募資格＝18歳以上で、業務に意欲的
に取り組める人（高校生を除く）

募集人員＝若干名
業務内容＝留守家庭児童（小学生）の育成

支援
勤務期間＝5月1日〜3月31日
勤務日時＝月〜土曜日（祝日を除く）、午

後1時30分〜7時の間のシフト勤務
（土曜日、小学校の長期休業期間は午
前7時30分から）

勤務場所＝市内児童ホーム
時給＝教諭免許・保育士資格あり1,210

円、免許・資格なし1,170円
応募方法＝4月20日㈮（必着）までに写真

を貼った履歴書を直接または郵送で保
育課（市役所2階 〒286-8585 花崎町
760）へ。後日、面接日を通知します

※くわしくは同課（☎20-1607）へ。

親子記者事業
長崎で平和への願いを取材

期間＝8月8日㈬〜11日（土・祝）
取材場所＝長崎市内（原爆資料館など）
内容＝8月9日㈭の長崎原爆犠牲者慰霊

平和祈念式典に参列し、平和のために
活動する人などを取材して新聞を作成
する

対象＝小学生（4年生以上）と保護者
定員＝全国で9組（応募者多数は抽選）
応募方法＝5月7日㈪（必着）までに日本

非核宣言自治体協議会ホームページ
（http://www.nucfreejapan.com）
にある申込書をEメールで同協議会事
務局（Eメールinfo@nucfreejapan.c 
om）へ。Eメールで応募できない場合
のみ郵送（〒852-8117 長崎市平野
町7-8 長崎市平和推進課内）も可

※宿泊代・交通費・取材経費は補助があ
ります。くわしくは同協議会事務局（☎
095-844-9923）へ。

伝統文化親子体験教室
和の心を学ぶ

会場＝中央公民館
対象＝5歳〜高校生（書道教室は小学1〜

3年生）
茶道教室（全8回）
日時＝5月20日、7月15日、8月5日・26

日、9月16日、11月18日、12月16日、
1月20日の日曜日 午前9時30分〜11
時30分

定員＝20人（先着順）
申込先＝瀧澤さん（☎26-0216）
日本舞踊教室（全11回）
日時＝4月22日・29日、5月27日、6月

3日、7月8日・22日、8月5日、9月
30日、10月14日、11月11日、12
月9日の日曜日 午後1時〜3時

定員＝12人（先着順）
申込先＝椿さん（☎28-2058）
書道教室（全10回）
日時＝6月16日・30日、7月7日、9月1

日・15日、10月20日、11月10日・
17日、12月1日・15日の土曜日 午後
1時〜3時

定員＝45人（先着順）
申込先＝土谷さん（☎26-1636）
※くわしくは各申込先へ。

ベビーマッサージ
スキンシップを楽しみながら

日時＝4月26日㈭ 午前10時30分〜11
時30分

会場＝もりんぴあこうづ
対象＝生後2カ月からはいはい前の赤

ちゃんと家族
定員＝10組（先着順）
参加費＝300円（シート代など）
持ち物＝バスタオル、飲み物、ベビーオ

イル（持っている人）
※申し込みは、もりんぴあこうづ（☎27- 

5252、第4月曜日は休館）へ。

普通救命講習会
心肺蘇生法を学ぼう

期日と会場・問い合わせ先
①5月27日㈰…大栄消防署（☎73-4141）
②6月24日㈰…赤坂消防署（☎26-3210）
時間＝午前9時〜正午
内容＝心肺蘇生法・AEDの操作方法な

どを学ぶ
対象＝市内在住・在勤・在学の中学生以

上の人
定員と参加費＝15人（先着順）・無料
※②は5月1日から申し込み受け付けま

す。申し込みは開催日の1週間前まで
に各問い合わせ先へ。

リサイクル製品の販売
きれいに修理してまだ使える

日時＝4月12日㈭〜15日㈰ 午前9時〜
午後4時

会場＝リサイクルプラザ
リサイクル製品＝自転車、家具類
価格（1点当たり）＝5,000円以内
対象＝市内在住で、品物を持ち帰ること

ができる人（希望者には、建物1階ま
での運送を有料で行います）

申込方法＝運転免許証などの本人確認が
できる物を持って、リサイクルプラザ
にある申込用紙を提出（本人・同居の
家族のみ可）

抽選日＝4月17日㈫（当選者にはがきで
通知）

※申し込みのなかった品物は17日の午
後1時から即売します（月曜日・祝日
は除く）。くわしくはリサイクルプラ
ザ（☎36-1000、祝日は除く）へ。

募 集
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保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

大田クリニック（日曜日の午前中・ウイン
グ土屋・☎23-2100）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）

10120-24-1130

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜翌午前6時・年中無休

☎♯8000
こども急病電話相談

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）

急病診療所

※ 症状や年齢によって対応が難しい場合も
ありますので、事前に連絡してください。

☎27-1116

受付日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時〜10時45分

内　科
小児科

日曜日、祝日、振替休日、8月13日
〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

内　科
小児科
外　科

祝日（日曜日を除く）、振替休日、8月
13日〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

歯　科

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人
歯の健康相談 4月 4日㈬ 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
（治療中の人は除く）

4月 2日㈪ 午後1時15分〜3時 カウンセラー・保健師
4月18日㈬ 午後1時15分〜2時30分 精神科医師・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 4月27日㈮

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成29年12月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 4月25日㈬ 平成29年6月生まれ
1歳6カ月児健診 4月 5日㈭ 平成28年9月生まれ
2歳児歯科健診 4月12日㈭ 平成27年9月生まれ
3歳児健診 4月26日㈭ 平成26年10月生まれ
こころの発達相談（予約制） 4月11日㈬ 午前9時〜11時50分 心理発達に心配のある乳幼児

●母親学級（予約制）…主に初め
て母親になる人が対象

●パパママクラス（予約制）…妊
婦とその家族が対象

　※ 日時などくわしくは健康増進
課へ。

●こんにちは赤ちゃん事業…生
後4カ月までの赤ちゃんが対象

　※ 赤ちゃんお誕生連絡票（母子
健康手帳別冊）を健康増進課
へ送付。

献血にご協力ください
【イオンモール成田】
4月1日㈰・2日㈪・22日㈰・30日㈪ 午前10時
〜11時45分、午後1時〜4時

【市役所】
4月27日㈮ 午前10時〜11時45分、午後1時〜4時
※ 都合により変更になる場合

があります。くわしくは千
葉県赤十字血液センター千
葉港事業所推進課（☎043-
241-8332）へ。

市では、午前9時〜午後4時30分に子ども館・三里塚コミュニティセンター・もりんぴあこうづの一
部を市内在住の乳幼児と保護者が自由に遊べる場「なかよしひろば」として開放しています（各施設
の休館日を除く）。そのほかに次の行事を実施しています。くわしくは各問い合わせ先へ。

なかよしひろばみんなおいでよ！

※子育てひろばは中央公民館でも開設しています。日時＝4月7日㈯・21日㈯  午前10時〜正午

施設名 行事名 期日 時間

子ども館（なかよしひ
ろば）
☎20-6300

親子であそぼう会 4月7日㈯…パネルシアター
4月21日㈯…こいのぼり製作 午前10時30分から

子育てひろば 4月14日㈯・28日㈯ 午前10時〜正午
おはなし会 4月14日㈯・28日㈯ 午後2時から

身体測定 4月20日㈮ 午前10時〜11時30分、
午後1時30分〜3時

誕生会 4月27日㈮…4月生まれ 午前10時30分〜10時45分

三里塚コミュニティ
センター（三里塚なか
よしひろば）
☎37-3922

おはなし会 4月12日㈭ 午前11時から
身体測定 4月13日㈮ 午前10時〜11時30分、

午後1時30分〜3時手形取り 4月24日㈫…4月生まれ

わらべ歌遊び 4月6日㈮…0歳児
4月20日㈮

午前10時30分からみんなおいで〜！ 4月18日㈬…こどもの日製作
どろんこクラブ 4月21日㈯
助産師相談日 4月27日㈮ 午前10時30分〜正午

もりんぴあこうづ（公
津の杜なかよしひろ
ば）
☎27-7300

赤ちゃんサロン 4月3日㈫ 午前10時30分から、
午後2時30分から赤ちゃん講座 4月26日㈭…行動と安全

作ってあそぼう 4月5日㈭…こいのぼり
午前10時30分から子育て講座 4月17日㈫…歯みがき

お楽しみ会＆誕生会 4月27日㈮…出会いと春
おそとひろば 4月12日㈭・19日㈭ 午前10時から
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東京ディズニーランドへ
障がい児（者）レクリエーション

日時＝5月12日㈯ 正午集合（午後9時30
分解散予定）

集合場所＝保健福祉館
対象＝市内在住の4歳以上の障がい児
（者）と保護者1人

参加費（1人当たり）＝6,700円（4〜11
歳4,300円、12〜17歳5,800円）

※申し込みは4月25日㈬までに社会福
祉協議会（☎27-7755）へ。

新しい趣味が見つかるかも
シニア教養講座

教室名と日時・定員（応募者多数は抽選）
◦カラオケ…5〜3月の第1・3水曜日
（全15回） 午前10時〜正午（男性）、
午後1時〜3時（女性）・各10人

◦ゆる体操…5〜3月の第1・3金曜日
（全14回） 午 前10時 〜11時30分・
10人（追加募集）

◦くす玉人形…5〜3月の第2・4月曜日
（全14回） 午後1時30分〜3時・3人
（追加募集）

◦ペン習字…5〜3月の第2・4火曜日
（全15回） 午後1時30分〜3時30分・
20人

◦茶道教室…5〜3月の第2・4水曜日
（全16回） 午後1時〜5時・10人

◦川柳教室…5〜3月の第2・4水曜日
（全14回） 午後1時30分〜3時30分・
20人

◦尿モレ予防体操…6〜9月の第2・4月
曜日（全7回） 午後1時30分〜2時30
分・25人

会場＝赤坂ふれあいセンター
対象＝市内在住の60歳以上の初心者
参加費＝無料（教材費は実費）
申込方法＝4月16日㈪（必着）までに往

復はがきに住所・氏名・年齢・電話番
号・教室名を書いて赤坂ふれあいセン
ター（〒286-0017 赤坂2-1-14 ボン
ベルタ成田店アネックス館B棟2階）へ

※返信の宛名も記入してください。くわ
しくは同センター（☎26-0236）へ。

4月下旬に送付します
医療費通知

　市では、国民健康保険に加入している
人に、4月下旬に医療費通知を世帯主宛
てで送付します。これは、平成29年
11・12月に国民健康保険で受診した医
療費の総額と、自身が窓口で負担した額
をお知らせするものです。
　通知を希望しない人は、4月6日㈮ま
でに保険年金課（☎20-1526）へ連絡し
てください。すでに連絡をしている人は
必要ありません。
※くわしくは同課へ。

提供者や事業所に
骨髄等移植ドナー等助成金

　市では、骨髄・末
まっ

梢
しょう

血幹細胞提供者（ド
ナー）の増加や、骨髄・末梢血幹細胞移
植の推進を図るため、4月から「骨髄等
移植ドナー等助成金制度」を開始しまし
た。
対象
◦ドナー…市に住民記録があり、4月1

日以降に日本骨髄バンクで骨髄などの
提供をした人

◦事業者…ドナーが勤務している国内の
事業所

助成額
◦ドナー…骨髄などの提供のために要し

た通院または入院1日につき2万円（1
回の提供につき上限14万円）

◦事業者…ドナー休暇1日につき1万円
（ドナー1人につき上限7万円）

※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

音楽に合わせてリフレッシュ
シニア元気アップ教室

日時＝5月11日㈮・18日㈮・25日㈮（全
3回） 午後1時30分〜3時30分

会場＝中央公民館
内容＝音楽に合わせたリズム体操、合奏

などを取り入れた音楽療法の体験
対象＝市内在住で初めてこの教室に参加

する65歳以上の人
定員と参加費＝20人（先着順）・無料
持ち物＝動きやすい服装、上履き、飲み

物
※申し込みは社会福祉協議会（☎27-77 

55）へ。

0.2％の引き上げ
障がい者の法定雇用率

　障がい者の法定雇用率が、4月1日か
ら0.2％ずつ引き上げられ、次の通りと
なりました。
◦国・地方公共団体など…2.5％
◦都道府県などの教育委員会…2.4％
◦民間企業…2.2％
雇用状況の報告を忘れずに
　従業員を45.5人以上雇用している民
間企業の事業主は、毎年6月1日時点の
障がい者の雇用状況をハローワークに報
告する必要があります。
　また、障がい者の雇用の促進と継続を
図るための「障害者雇用推進者」を選任す
るよう努めなければなりません。
※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

連絡先が変わりました
ことばの相談室

　言葉の発達や発音の誤り、吃
きつ

音
おん

などに
不安のある子どもを対象に行っている

「ことばの相談室」の連絡先が、4月から、
健康増進課からこども発達支援センター

（☎26-9918）に変わりました。
※くわしくは同センターへ。

サービスが選択性に
独居高齢者見守り支援事業

　独居高齢者見守り支援事業では、高齢
者の安否の確認と孤独感の解消のための
サービスを行っています。
　4月から新たに「みまもりでんわサー
ビス」が導入されました。利用者は、次
のどちらかのサービスを選ぶことができ
ます。
サービスの種類と内容
◦乳酸菌飲料配布…乳酸菌飲料を2週間

に1回手渡しで配達する（時間の指定
はできません）

◦みまもりでんわサービス…毎日定時に
自動音声による電話連絡を行い、その
結果を家族などに知らせる

対象＝70歳以上の一人暮らしで、デイ
サービスやホームヘルプサービス、市
の配食サービスなどを週1回以上利用
していない人

※利用料は無料です。くわしくは高齢者
福祉課（☎20-1537）へ。

と祉 康
HEALTH AND WELFARE

福 健



1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 

こころの発達相談（P26）

歯の健康相談（P26）

リサイクル製品の販売
（P25）
おそとひろば（P26）
おはなし会（P26）

作ってあそぼう（P26）

身体測定（P26）

春の全国交通安全運
動（P17）
わらべ歌遊び（P26）

狂犬病の集合予防注
射（P7）

献血（P26）
こころの健康相談（P26）
自閉症の方が描いた
絵画展（6日まで/午
前8時30分・市役所
1階ロビー）

赤ちゃんサロン（P26）
成田のおどり花見

みんなおいで〜！（P26） 市川海老蔵丈 御練
り・奉納演舞（P6）
0・1歳のおはなしかい

（P23）

なつかしのなりた展・
記念講演会（P22）
小御門神社春季大祭

パパママのリフレッ
シュサロン（P23）
子育て講座（P26）

ベビーマッサージ（P25）
赤ちゃん講座（P26）
ふれあいコンサート

（下記）

祝賀市民大提灯行列
（P6）
献血（P26）

手形取り（P26）

春季プロテニススクール
（P23）
献血（P26）

昭和の日 振替休日

清明

穀雨

日 月 火 水 木 金 土

献血（P26）
北羽鳥香取神社獅子
舞

栗山公園のミニSL（P22）
寄席さんりづか亭（P23）
オリジナルかぶとづく
り（P24）
献血（P26）

5/1 2 3 4 5 

成田太鼓祭（P6）
不動の大井戸茶会（P6）
西大須賀の神楽（八幡
神社・15日は耀窟神社）

子育てひろば（P26）
親子で遊ぼう会（P26）

成田山開基1080年
祭御開帳（P6）
わくわく感謝デー（午
前8時30分・成田市
場）

なつかしのなりた展（P22）
野菜スイーツ教室（P24）
どろんこクラブ（P26）

26 木

春の日差しの下で
（不動の大井戸茶会）
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　先日、今シーズン最後のスノーボードに行きまし
た。標高の高い山では天気がよく変わるものですが、
その日は一日、雲一つない晴天。ぼーっとリフトに
乗っていると、程良い揺れに、暖かい日差し、そし
てどこからか聞こえてくる野鳥の鳴き声…。その心
地良さに、早くも筋肉痛を感じ始めている体をよそ
に、少しの間気持ちが安らぎました。季節は春。生
活環境の変化などで気分が落ち込みやすい時季で
す。もし、日常生活で頭がいっぱいになってしまっ
たら、一度空っぽにする時間を作りましょう。暖か
い季節なので、18ページ掲載の「なりた景観資産」
に登録されている場所での気分転換がおすすめで
す。皆さんがこの春を穏やかな気持ちで過ごせるよ
う願っています。

編集後記

＊日曜開庁は午前8時30分〜午後5時15分。市民課（22日は、マイナンバーカード関連業務停止）、保険年金課、市民税課、資産税課、納税課、子育て支援課の一部の業務のみ

14 土

市
の
人
口

人　口･････132,891人　	（−191）
　男　･･････ 66,786人　	（−155）
　女　･･････ 66,105人　	（− 36）
世帯数･･････ 61,346世帯	（−129）

憩いのひとときを

広報なりたは、グリーン購入法
に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読み
やすいUD（ユニバーサルデザイ
ン）フォントを使用しています。2月末日現在（　）内は前月比

ふれあいコンサート
日時＝4月26日㈭ 午後0時10分〜0時50分
会場＝市役所1階ロビー
内容＝村上美穂子さんと小泉文路さんによる

ピアノ連弾
入場料＝無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。く

わしくは文化国際課（☎20-1534）へ。
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